
保育所等訪問支援

ドリームズ・２１ｓｔ　徳川校 公表日 2026年3月10日

チェック項目 はい いいえ 工夫していると思う点 課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する教材教具は適切であるか 〇

2
利用希望者に対して、職員の配置数は適切であ

るか
〇

・マンツーマンで対応している

業

務

改

善 3
職員の意見等を把握する機会が設けられてお

り、その内容を業務改善につなげられているか
〇

4

個々の子どもに対してアセスメントを適切に行

い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に

分析した上で、個別支援計画を作成しているか

〇

5

定期的に保護者や学校の意向の確認やモニタリ

ングを行い、個別支援計画の見直しの必要性を

判断し、適切な見直しを行っているか

〇

6
個別支援計画を作成する際には、学校と連携

し、学校や担任等の意向を盛り込んでいるか
〇

7

個別支援計画を作成する際には、児童発達支援

管理責任者だけでなく、子どもの支援にかかわ

る職員が共通理解の下で、子どもの最善の利益

を考慮した検討が行われているか

〇

8
個別支援計画が共有され、計画に沿った支援が

行われているか
〇

9

支援開始前には、職員間でその日行われる支援

の内容や役割分担について確認し、学校と連携

して支援を行っているか

〇

・事前の確認や連携の時間の設

定が難しい

10

支援開始後には、職員間でその日行われた支援

の振り返りを行い、気づいた点を共有している

か

〇

・支援後に担任と「振り返り」

の時間が取れないため、ハグシ

ステムの記録と同様のものを

メール送信している

・事後の共有時間の設定が難し

い

11
学校と授業内容の理念や支援手法を尊重して支

援を行っているか
〇

12
毎回の支援に関して記録を取り、支援の検証・

改善につなげているか
〇

13
学校等をはじめ、関係機関と連携して支援を行

う体制を整えているか
〇

14

ハグシステム等を通じ、日頃から子どもの状況

を保護者と伝え合い、支援の状況・課題につい

て共通理解ができているか

〇

・記録を読んでいただいても何

もお知らせが無く、こちらから

の一方通行になってしまってい

る場合もある。

15
学校に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等に

ついて適切に説明を行っているか
〇

16

個別支援計画を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から訪問支援計画の同意を得ている

か

〇
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17

保護者からの子育ての悩みや子どもからの相談

に適切に応じ、必要な助言と支援が行われてい

るか

〇

18

ハグシステムなどで、活動概要や連絡体制等の

情報を子どもや保護者に対して必要に応じて発

信しているか

〇

19 個人情報の取り扱いに十分留意しているか 〇

20
保育所等訪問支援の実施後に、学校とカンファ

レンスを行っているか
〇

・実施後に対面でカンファレン

スすることは不可能。ハグの記

録と同様のものをメール送信し

ている。

・メールで情報を共有している

・あいさつ程度の言葉がけで終

わることが多い

21
学校からの相談に適切に応じ、信頼関係を築き

ながら、助言を行っているか
〇

22
緊急時対応・感染症対応・事故防止・虐待防止

について適切な対応をしているか
〇

23

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか

について、子供や保護者に了解を得た上で、個

別支援計画に記載しているか

〇
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